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モチーフは布引，、-71輔傑のホ
-/レ.カラーリングはEMERALD
(エメラルド肉色)である.

ギリンアのテオ7ラストス(ア

リストテレえの弟)によると、「エ

メラルドは自のために良いので、

人は.それを回以〉るために指輪

にしているh ロー7のプリニウ

スむ rIH'l!li/lた時このれに目
を転じると悦力が@li!lする」と
述べている。

LIヵ'1!liiL気味で.エメラルドを
傍m:していない方、この表紙を
剛tp)てみてはL、かがでしょう.

-特集予告

8月号/住宅・都市整備公団

特集

7月号/木情造を使っτみませんか
8月号/接着工法
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作品作風

ART PROCESS 
SKETCH BOOK 

書評

GBRCニュース
法令コーナー

追悼文

建築の眼

長

論

論

和

総

各

アンケート

構造の頁204

設備の頁205
施工材料の頁182

プロのノウハウ新刊紹介
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特集.地球環境時代の建築
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非常識J.音楽と処築VOL.2森のホール ・パロックコンサート

須崎市立市民文化会館 設計石本ul築糾務所 6 
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地球環境時代の建築
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都市における廃熱一地球のi1¥tu量化 森山 正和 ・宮崎ひろ志 -30
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